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「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
開
催
報
告

―
学
校
と
の
連
携
を
目
指
し
て
―

濵

田

実

侑

一

は
じ
め
に

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
（
以
下
、
当
館
）
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四
月
に

開
館
し
た
博
物
館
で
あ
る
。
当
館
の
使
命
は
「
自
由
民
権
運
動
及
び
土
佐
の
近
代
に
関
す

る
資
料
を
広
く
収
集
し
、
保
管
し
、
展
示
し
て
市
民
の
利
用
に
供
し
、
も
っ
て
教
育
、
学

術
及
び
文
化
の
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
「
学
校
教
育
・
社
会
教
育
と
も
連

携
す
る
生
涯
学
習
施
設
」
で
あ
る
こ
と
を
基
本
的
性
格
と
し
て
い
る
。 

博
物
館
と
学
校
が
関
わ
り
合
い
、
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
（
「
博

学
連
携
」
等
と
称
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
博
物
館
と
学
校
の
両
現
場
に
お
い

て
求
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
例
え
ば
、
博
物
館
法
で
は
「
学
校
等
の
教
育
施
設
と

協
力
し
、
そ
の
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
五
年
の
改

正
で
は
、
学
校
を
含
め
た
多
様
な
主
体
と
連
携
し
地
域
の
活
力
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が

努
力
義
務
と
さ
れ
た
。
ま
た
学
校
現
場
で
も
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
博
物
館

等
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
館
も
、
開
館
当
初
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
通
じ
て
学
校
と
の

連
携
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
団
体
観
覧
や
出
前
授
業
等
で
当
館
を
活
用
す

る
学
校
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
当
館
で
は
、
今
年

度
か
ら
「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。 

本
稿
は
、
こ
の
「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
開
催
に
至
る
背
景
と
、
実
施
内
容
、

参
加
教
員
の
反
応
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二

実
施
の
背
景

ま
ず
は
、
当
館
の
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
学
校
と
の
連
携
と
い
う
視
点
か

ら
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。 

（１）

高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
（
以
下
「
社
会
科
部
会
」
）
と
の
連
携 

「
社
会
科
部
会
」
は
、
高
知
市
内
の
教
職
員
が
参
加
す
る
自
主
的
組
織
で
あ
る
。
こ

の
「
社
会
科
部
会
」
と
当
館
は
、
共
催
で
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
か
ら
「
子
ど

も
歴
史
教
室
」
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
か
ら
「
社
会
科
作
品
展
」
を
開
催
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
若
干
の
名
称
変
更
等
は
あ
り
な
が
ら
も
現
在
ま
で
継
続
で
き
て
お
り
、

そ
の
成
果
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
役
の
教
職
員
か
ら
意
見
を
聴
取
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
科
部
会
の
教
職
員
と
の
こ
う
し
た
関
わ
り
は
、
団
体

観
覧
や
出
前
授
業
の
機
会
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度
企
画
展
「
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い 

板
垣
退
助
」
（
板
垣
退
助
生
誕
一
八
〇
年
記
念
）
や
、
二
〇

一
八
（
平
成
三
〇
）
年
度
に
当
館
が
発
行
し
た
副
読
本
「
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
」
へ
の
協

力
な
ど
、
他
事
業
へ
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。 

（２）

学
校
利
用
の
促
進
事
業 

当
館
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
度
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
歴
史
学
習
・
地
域

学
習
の
場
と
し
て
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
目
的
で
「
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
開
始

し
た
。
本
事
業
は
学
校
か
ら
当
館
ま
で
の
交
通
費
の
補
助
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
り
、
参

加
を
希
望
す
る
学
校
は
多
く
、
一
〇
年
間
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
（
平

成
二
一
）
年
度
に
一
程
度
の
成
果
を
得
た
と
の
判
断
か
ら
終
了
し
た
。
同
年
以
降
は
、

職
員
が
学
校
へ
出
向
く
「
出
前
授
業
」
促
進
事
業
に
切
り
替
え
た
。 

現
在
は
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
団
体
観
覧
の
対
応
や
出
前
授
業
を
随
時
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。 

（３）

広
報
活
動 

学
校
に
対
し
て
、
当
館
の
活
用
方
法
を
知
ら
せ
る
目
的
で
各
種
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
高
知
市
立
小
・
中
学
校
の
校
長
会
で
の
説
明
、
企
画
展
・
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ

の
配
布
、
当
館
広
報
誌
『
自
由
の
と
も
し
び
』
の
配
布
（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
や
実
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施
報
告
を
都
度
掲
載
し
て
い
る
）
、
教
職
員
対
象
研
修
の
実
施
等
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
活
動
は
い
ず
れ
も
派
手
な
も
の
で
は
な
い
が
、
一
校
で
も
多
く
の
学
校
に
当

館
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童
・
生
徒
に
来
館
し
て
も
ら
う
た
め
、
地

道
に
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
令
和
二
年
度
以
降
、
団
体
観
覧
で
当
館
を
訪
れ
る
学
校
数
が
大
幅
に
減
少
し

た
。
筆
者
は
そ
の
原
因
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
た
現
在
で
も
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
な
回
復
の
兆
し
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
出
前
授
業
等
、
団
体
観
覧
以
外
の
活
用
に
つ
い
て
も
決
し
て
多
く
は
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
年
度
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
、
こ
の
「
教

員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
（
以
下
、
「
博
物
館
の
日
」
）
で
あ
る
。 

「
博
物
館
の
日
」
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
に
国
立
科
学
博
物
館
が
始
め
た
事

業
で
あ
る
。
教
職
員
に
「
博
物
館
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
、「
博
物
館
の
学
習

資
源
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
そ

の
活
動
の
輪
は
全
国
各
地
の
博
物
館
に
広
が
っ
て
お
り
、
参
加
館
の
数
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
当
館
は
今
年
度
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
館
で
は
、
学
校
に
対
し
て
活
用
促
進
を
目
的
と
し
た
各
種
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
「
博
物
館
の
日
」
実
施
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

三 

「
博
物
館
の
日
」
実
施
内
容 

 

（１） 

基
本
情
報 

 
 

①
名 

称 

令
和
六
年
度 

教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日 

 
 

②
日 

時 

令
和
六
年
八
月
八
日
（
木
） 

 
 

③
場 

所 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館 

一
階
研
修
室
、
二
階
常
設
展
示
室 

 
 

④
対 

象 

教
員
・
教
員
志
望
の
大
学
生
・
教
育
関
係
者 

 
 

⑤
参
加
費 

無
料 

 
 

⑥
主
催
等 

主
催
：
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館 

 
 

 
 

 
 

 

共
催
：
国
立
科
学
博
物
館
、
公
益
財
団
法
人
日
本
博
物
館
協
会 

 
 

 
 

 
 

 

後
援
：
文
化
庁 

 
 

⑦
内 

容 

Ａ 

教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
対
面
式
／
要
申
込
／
午
後
一 

時
三
〇
分
か
ら
三
時
三
〇
分
ま
で
／
参
加
者
一
二
名
） 

 
 

 
 

・
当
館
館
長
に
よ
る
展
示
解
説 

 
 

 
 

・
当
館
学
芸
員
に
よ
る
当
館
の
活
用
方
法
の
提
案 

 
 

 
 

・
学
習
グ
ッ
ズ
の
体
験 

 
 

 

Ｂ 

常
設
展
示
室
見
学
（
自
由
見
学
／
申
込
不
要
／
終
日
／
参
加
者
二
名
） 

当
館
受
付
で
『
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
』
に
参
加
す
る
旨
を
申
し
出
た
来

館
者
を
対
象
に
、
常
設
展
示
室
を
終
日
無
料
で
見
学
で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

 

（２） 

目
的 

当
館
の
「
博
物
館
の
日
」
実
施
の
目
的
は
、
国
立
科
学
博
物
館
の
「
博
物
館
の
日
」

実
施
の
目
的
と
同
じ
く
、
「
当
館
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
と
「
当
館
の
学

習
資
源
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
と
し
た
。 

目
的
達
成
の
た
め
、
本
企
画
の
担
当
者
で
あ
る
筆
者
が
気
を
付
け
て
い
た
の
は
、
教

職
員
が
「
気
軽
に
」
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
博
物
館
の

日
」
そ
の
も
の
を
当
館
の
広
報
活
動
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
尚
更
、
一
人
で
も
多
く
の
教

職
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
「
気
軽
に
」
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
た
実
際
の
手
立
て
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。 

①
対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
時
間
を
、
可
能
な
限
り
コ
ン
パ
ク
ト
（
展
示
解
説
を

含
め
て
二
時
間
以
内
）
に
設
定
し
、
か
つ
途
中
参
加
・
退
出
可
と
す
る
。 

②
申
込
方
法
を
、
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
で
も
受
付
可
と
す
る
。 

③
対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
事
前
申
込
な
く
、
無
料
で
常
設
展
示
室
を
見
学
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
。 

④
チ
ラ
シ
に
「
ま
ず
は
お
気
軽
に
来
館
い
た
だ
け
る
機
会
に
し
た
い
」
と
記
す
こ
と

で
、
本
企
画
の
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
す
る
。 

ま
た
、
本
企
画
を
「
研
修
」
で
は
な
く
「
博
物
館
の
日
」
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
の
は
、
当
館
や
自
由
民
権
運
動
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
（
内
容
が
難

し
そ
う
、
堅
そ
う
、
児
童
・
生
徒
向
け
で
は
な
さ
そ
う
等
）
を
払
拭
し
た
い
、
楽
し
げ

な
イ
ベ
ン
ト
感
を
大
切
に
し
た
い
、
と
い
う
筆
者
の
個
人
的
な
思
い
か
ら
だ
っ
た
が
、
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こ
の
こ
と
自
体
も
「
気
軽
」
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
の
手
立
て
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 
（３） 
広
報 

 

「
博
物
館
の
日
」
の
準
備
に
あ
た
っ
て
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
広
報
手
段
で
あ
る
。

教
職
員
と
博
物
館
関
係
者
が
情
報
共
有
で
き
る
決
定
的
な
ツ
ー
ル
は
な
く
、
各
校
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
に
つ
い
て
も
、
内
容
や
枚
数
、
配
布
方
法
に
よ
っ
て
は
受
理
し
て
も
ら
え

な
い
場
合
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

今
回
は
、
当
館
初
め
て
の
「
博
物
館
の
日
」
開
催
で
あ
る
た
め
、
高
知
県
内
の
全
教

職
員
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
回
覧
依
頼
の
添
え
状
と
チ
ラ
シ
【
資
料
１
】

一
部
ず
つ
を
高
知
県
内
全
校
に
送
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
結
果
、
教
職
員
対
象
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
配
布
枚
数
が
一
枚
で
あ
る
こ
と
（
配
布
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
）

か
ら
、
高
知
県
内
ほ
と
ん
ど
の
学
校
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
部
市
町
村
か
ら
は
「
配
布
に
は
高
知
県
教
育
委
員
会
の
後
援
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
指
摘
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
の
課
題
と
し

た
い
。 

そ
の
他
の
広
報
手
段
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
高
知
市
小
・
中
学
校
校
長
会
で
の
口
頭
説
明
、
チ
ラ
シ
配
布 

②
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
例
年
共
催
で
行
っ
て
い
る
「
夏
休
み
子
ど
も

歴
史
教
室
」
に
参
加
し
て
い
る
先
生
方
へ
の
口
頭
説
明
、
チ
ラ
シ
配
布 

③
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
教
員
全
員
へ
チ
ラ
シ
送
付
（
メ
ー
ル
） 

 

※
同
部
会
に
所
属
さ
れ
て
い
る
先
生
（
個
人
）
の
御
厚
意
に
よ
り
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

④
県
内
で
文
系
の
学
部
を
持
つ
高
知
大
学
・
高
知
県
立
大
学
の
大
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
口
頭
説
明
、
チ
ラ
シ
配
布
依
頼 

 

※
本
企
画
は
教
員
を
目
指
す
現
役
学
生
も
対
象
と
し
て
い
る
た
め
。 

 
 

（４） 

対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容 

 
 

①
当
館
館
長
に
よ
る
展
示
解
説
（
約
１
時
間
）
【
写
真
１
】 

 
 

 
 

今
回
は
、
常
時
開
室
し
て
い
る
常
設
展
示
室
を
中
心
に
展
示
解
説
を
行
っ
た
。

ま
た
、
よ
り
具
体
的
に
団
体
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
当
館

で
作
成
・
無
料
配
布
し
て
い
る
「
常
設
展
示
室
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を
参
加
者
に
配

布
し
た
。 

 
 

②
当
館
学
芸
員
に
よ
る
当
館
の
活
用
方
法
の
提
案
（
約
三
〇
分
）
【
写
真
２
】 

 
 

 
 

当
館
の
活
用
方
法
（
団
体
観
覧
、
出
前
授
業
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
収
蔵
資
料
の

画
像
利
用
等
）
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
た
。
そ
の
際
、
利
用
の

イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
過
去
の
実
施
内
容
と
子
ど
も
の
反
応
等

を
併
せ
て
具
体
的
に
紹
介
し
た
。 

 
 

③
学
習
グ
ッ
ズ
の
体
験
（
約
三
〇
分
） 

 
 

 
 

当
館
制
作
映
像
資
料
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」
（
一
二
分
）
の
視
聴
な
ど
、
当

館
で
活
用
で
き
る
学
習
グ
ッ
ズ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。 

④
そ
の
他 

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
、
参
加
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。 

      
 

【写真１】 

【写真２】 
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四 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
み
た
教
員
の
反
応 

 

「
博
物
館
の
日
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
参
加
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
【
資
料
２
】
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
、
今
回
の
「
博
物
館
の
日
」
に
対
す
る
参
加
者
の
反

応
を
知
る
こ
と
と
、
当
館
の
今
後
の
教
育
活
動
の
一
助
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
一
二
名
の
う
ち
一
〇
名
、
常
設

展
示
室
観
覧
二
名
の
う
ち
一
名
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
対
面

式
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
【
資
料
３
】
を
中
心
に
、
参
加
者
の
反

応
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

 

（１） 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
構
成 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
は
「
あ
な
た
自
身
に
つ
い
て
」
、

つ
ま
り
回
答
者
の
属
性
に
つ
い
て
聞
く
も
の
で
あ
る
。
第
二
部
は
「
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
」
、
今
回
の
「
博
物
館
の
日
」
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。
第
三
部
は
「
自
由
民
権
記

念
館
の
活
用
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
構
成
は
あ
く
ま
で
回
答
者
が
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
や
す
く
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
検
討

及
び
本
稿
の
報
告
に
お
い
て
は
、
特
に
考
慮
し
て
い
な
い
。 

 

 

（２） 

回
答
者
の
属
性 

回
答
者
の
う
ち
八
割
（
八
人
）
は
、
小
学
校
と
高
等
学
校
の
教
職
員
で
あ
っ
た
。
他

二
割
（
二
人
）
の
回
答
者
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
、
日
常
的
に
子
ど
も

と
関
わ
る
施
設
の
職
員
と
の
こ
と
だ
っ
た
（
筆
者
聞
き
取
り
に
よ
る
）
。
ま
た
、
回
答

者
の
半
数
は
高
知
市
外
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。 

 

 

（３） 

参
加
理
由
（
自
由
記
入
） 

参
加
し
た
理
由
は
、
当
館
の
活
用
が
前
提
と
い
う
よ
り
も
、
自
由
民
権
運
動
に
つ
い

て
学
び
直
し
た
か
っ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
回
答
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
の
他
に

は
、
自
由
民
権
記
念
館
に
来
て
み
た
か
っ
た
、
日
時
が
学
校
閉
庁
日
内
だ
っ
た
等
、
回

答
者
に
と
っ
て
「
博
物
館
の
日
」
開
催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
と
い
う

回
答
が
二
件
、
授
業
に
お
け
る
資
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て
学
び
た
か
っ
た
、
博
物
館
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た
、
と
い
う
趣
旨
の
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ず
つ
得

ら
れ
た
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、「
（
来
年
も
参
加
す
る
と
し
た
ら
）
次
回
希
望
す
る
内
容
」
と
い

う
設
問
で
は
、
民
権
家
個
人
や
自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
特
定
の
時
期
や
出
来
事
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
講
座
を
希
望
す
る
、
と
い
う
回
答
が
三
件
得
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
情
報
量
に
つ
い
て
、
四
割
（
四
人
）
の
参
加
者
が
「
多

か
っ
た
」
「
や
や
多
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
の
で
、
専
門
的
な
講
座
を
実
施
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
に
組
み
込
む
の
で
は
な
く
、
希
望
制
や
選
択
制
に
す

る
な
ど
、
予
備
の
講
座
と
し
て
開
催
す
る
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

 

（４） 

満
足
度 

「
博
物
館
の
日
」
の
「
総
合
的
な
満
足
度
」
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
う
ち
九
割
（
九

人
）
か
ら
「
大
変
満
足
」
「
満
足
」
と
い
う
回
答
を
得
た
。
ま
た
そ
の
理
由
と
し
て
、

活
用
方
法
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
と
い
う
意
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
で

あ
っ
た
。
参
加
者
全
員
の
回
答
（
満
足
度
と
理
由
）
は
次
の
と
お
り
。 

① 

大
変
満
足
…
五
人 

 

理
由 

・
活
用
の
具
体
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。 

② 

満
足
…
四
人 

 

理
由 

・
予
想
し
て
い
た
通
り
、
歴
史
の
復
習
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

・
と
て
も
良
か
っ
た
。 

 
 

 
 

・
教
育
現
場
で
の
実
践
例
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。 

※ 

普
通
、
不
満
、
大
変
不
満
と
の
回
答
は
な
か
っ
た
。
未
記
入
一
人
。 

 

 

（５） 

当
館
の
活
用
に
つ
い
て 

「
博
物
館
の
日
」
に
参
加
し
た
教
職
員
が
今
後
当
館
を
ど
う
活
用
し
た
い
と
考
え
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
筆
者
が
最
も
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
今
後
活

用
し
た
い
と
思
う
内
容
」
と
い
う
設
問
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
、
七
割
（
七
人
）
の
回
答

者
が
「
出
前
授
業
」
を
選
択
し
た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
「
資
料
画
像
の
利
用
」（
四

人
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、「
資
料
等
の
画
像
を
授
業
で
使
う
機
会
（
頻
度
）
」

に
つ
い
て
は
、
五
割
（
五
人
）
の
参
加
者
が
「
多
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
普
及
か
ら
、
学
校
現
場
で
画
像
を
活
用
で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 
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一
方
で
、
筆
者
が
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
「
団
体
観
覧
」
を
選
択
し
た
回
答
者
は

わ
ず
か
二
割
（
二
人
）
で
あ
っ
た
。
団
体
観
覧
の
学
校
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
当
館
と

し
て
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
団
体
観
覧
（
来
館
）
に
お
い
て
、
最
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
は
ど

れ
で
す
か
。
」
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
は
、「
交
通
費
が
な
い
」「
（
教
員
の
）
準
備
時
間

が
取
れ
な
い
」「
子
ど
も
の
安
全
確
保
」「
来
館
時
間
が
確
保
で
き
な
い
」
の
各
項
目
に

つ
い
て
、
二
票
な
い
し
三
票
ず
つ
、
偏
り
な
く
選
択
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
設
問
は
学
校
側
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

次
回
以
降
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
当
館
に
つ
い
て
の
項
目
（
展
示
の
難
易
度
や
、
学
校

団
体
向
け
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
不
足
等
）
も
選
択
肢
に
挙
げ
て
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。 ま

た
、「
当
館
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
の
に
、
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
・

広
報
は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
）
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
、「
交
通
費

の
補
助
」（
三
人
）
や
「
学
校
へ
の
チ
ラ
シ
送
付
」（
三
人
）
と
い
う
回
答
が
多
い
こ
と

は
事
前
に
予
想
で
き
て
い
た
が
、
四
割
（
四
人
）
の
回
答
者
が
「
教
員
対
象
説
明
会
の

定
期
開
催
」
と
回
答
し
た
こ
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
今
回
の
参
加
者
に
と

っ
て
は
、
「
博
物
館
の
日
」
の
よ
う
な
機
会
を
定
期
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

  

五 

高
知
県
高
等
学
校
社
会
科
担
当
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
参
考
） 

  

今
年
度
、
高
知
県
教
育
委
員
会
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
「
令
和
六
年
度
高
知
県
高

等
学
校
各
教
科
等
研
究
協
議
会
（
地
理
歴
史
・
公
民
科
）
」（
令
和
六
年
九
月
一
〇
日
実
施
）

に
て
自
由
民
権
記
念
館
の
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
時
間
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
に
「
博

物
館
の
日
」
と
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
【
資
料
４
】
が
、
そ
の
結
果
が
今
後

の
「
博
物
館
の
日
」
実
施
の
参
考
と
な
り
う
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、
併
せ
て
報
告
す
る
。 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
研
修
会
参
加
者
四
九
人
の
う
ち
、
四
八
人
か
ら
回
答
が
得
ら
れ

た
。
な
お
、
今
回
の
回
答
者
は
、
自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
歴
史
資
料
の
画
像
を
使
っ
て

授
業
案
を
組
み
立
て
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
、
当
館
の
活
用
方
法
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
「
博
物
館
の
日
」
で
行
っ
た
「
当
館
の
活
用
方
法
の
提
案
」
を
一
〇
分
程
度
に
要
約

し
た
も
の
）
を
受
け
た
上
で
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。 

 （１） 

回
答
者
の
属
性 

回
答
者
四
八
人
は
、
全
員
、
高
知
県
立
高
等
学
校
に
所
属
す
る
社
会
科
担
当
教
員
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
高
知
市
内
の
高
校
教
員
は
一
三
人
、
高
知
市
外
の
教
員
が
三
五
人
で
あ

る
。
ま
た
、
回
答
者
の
約
四
割
（
一
八
人
）
が
日
本
史
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
が
、
回

答
状
況
か
ら
推
察
す
る
に
、
日
本
史
が
自
身
の
専
門
教
科
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
回
答
者
の
七
割
（
三
四
人
）
が
当
館
へ
来
館
し
た
こ
と
が
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
（
三
三
人
）
が
「
展
示
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

「
自
由
民
権
記
念
館
を
学
校
現
場
で
活
用
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
」
と
い

う
設
問
で
は
、
三
二
人
の
教
員
が
「
知
っ
て
い
た
」
、
残
り
一
六
人
の
教
員
が
「
知
ら
な

か
っ
た
（
今
日
初
め
て
知
っ
た
）
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

 （２） 

当
館
の
活
用
に
つ
い
て 

「
今
後
、
活
用
し
た
い
と
思
う
内
容
は
ど
れ
で
す
か
。（
複
数
回
答
可
）
」
と
い
う
設
問

で
は
、
回
答
者
の
約
六
割
に
あ
た
る
二
九
人
が
「
資
料
画
像
の
利
用
」
と
回
答
し
た
。
こ

れ
は
お
そ
ら
く
本
研
修
会
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
体
験
が
影
響
し
て
い
る
。
次
い
で
多

か
っ
た
の
が
「
調
べ
学
習
で
の
サ
ポ
ー
ト
」（
二
一
人
）
、「
出
前
授
業
」（
二
〇
人
）
と
続

き
、
や
は
り
最
も
少
な
か
っ
た
の
が
「
団
体
観
覧
」
（
一
二
人
）
で
あ
っ
た
。 

「
団
体
観
覧
（
来
館
）
に
お
い
て
、
最
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
に
つ
い
て
は
、
「
博
物
館

の
日
」
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
は
異
な
り
、
回
答
者
の
う
ち
六
割
強
が
「
来
館
時
間
が

確
保
で
き
な
い
」
（
三
一
人
）
と
回
答
し
た
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
と
比
較
し
て
一
学

年
あ
た
り
の
ク
ラ
ス
数
・
生
徒
数
が
多
い
こ
と
、
進
学
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
（
課
外
授
業
に
充
て
る
時
間
が
な
い
）
な
ど
、
高
等
学
校
な
ら
で
は
の
背
景
が
推

察
で
き
る
。
さ
ら
に
、
今
回
の
回
答
者
は
高
知
県
全
域
の
教
員
で
あ
る
た
め
、
遠
方
で
あ

る
こ
と
も
来
館
時
間
が
確
保
で
き
な
い
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  六 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
本
稿
で
は
「
博
物
館
の
日
」
の
開
催
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
「
博
物
館
の
日
」
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参
加
者
の
反
応
や
高
等
学
校
社
会
科
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の

は
、
学
校
側
の
視
点
で
当
館
の
活
用
を
考
え
る
と
き
、
「
団
体
観
覧
」
は
決
し
て
優
先
順

位
が
高
い
活
用
方
法
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
館
は
高
知
市
中
心
部
か
ら
や
や

離
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
立
地
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
普
及
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
な
ど
を
経
た
現
在
の
学
校
現
場
に
と
っ
て
は
、
む
し

ろ
「
資
料
画
像
の
利
用
」
の
方
が
活
用
の
可
能
性
は
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
館

も
、
可
能
な
限
り
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
て
い
き
た
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
博
物
館
の
展
示
（
歴
史
資
料
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
説
明
資
料
）
を

学
習
素
材
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
は
、
お
そ
ら
く
ど
の
博
物
館
に
お

い
て
も
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
も
、
「
団
体
観
覧
」
を
引
き
続
き
当
館
の
活
用
方
法
の
主

軸
に
位
置
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
展
示
を
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
に
分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
当
館
の

常
設
展
示
室
は
、
高
知
の
自
由
民
権
運
動
の
流
れ
に
つ
い
て
全
国
的
な
出
来
事
か
ら
ロ
ー

カ
ル
な
動
き
ま
で
豊
富
な
情
報
量
を
も
っ
て
展
示
し
て
い
る
が
、
職
員
の
解
説
や
案
内
な

く
児
童
・
生
徒
だ
け
で
観
覧
す
る
に
は
、
内
容
的
に
難
易
度
が
高
い
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
当
館
で
は
現
在
、
新
た
な
試
み
と
し
て
小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
企
画
展
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
自
由
民
権
」
（
会
期
：
令
和

七
年
一
月
二
五
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
）
を
開
催
し
て
い
る
。
自
由
民
権
運
動
の
大
ま
か

な
流
れ
を
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
資
料
や
パ
ネ
ル
を
中
心
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
将
来
的
な
常
設
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
見
据
え
て
企
画
し

た
も
の
で
も
あ
る
。
本
企
画
展
に
つ
い
て
も
、
来
館
者
の
反
応
も
含
め
て
改
め
て
報
告
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
は
ま
だ
み
ゆ 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
学
芸
員
） 
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令和６年度

教員のための
高知市立自由民権記念館

１日中、常設展示室を無料で見学できます！
受付にて「『教員のための博物館の日』に参加します」とお申し出ください。

学習グッズの体験ができます
・民権すごろく（明治14年に作られたもの）
・大型パズル（錦絵・古地図等）
・当館制作映像資料「自由民権って何？」（12分）

学芸員が当館の活用方法を提案します
副読本『板垣退助BOOK』や、授業で使える館蔵資料の紹介など。
過去の活用事例（出前授業や調べ学習）についてもたっぷり御紹介します。

（木）

博物館の日

課外授業での利用（展示見学）や出前授業の講師、教材研究の相談先として…
先生方に、自由民権記念館をもっと気軽に活用いただきたい！
そんな思いから、自由民権150年の今年、このイベントを開催することにいたしました。
まずはお気軽に来館いただける機会にしたいと考えております。御参加をお待ちしています！

館⾧による展示解説をお聞きいただけます
教科書には載っていない小ネタや裏話、高知ならではの情報も満載です！

申込不要

教員のための博物館の日 プログラム
日時：令和６年８月８日（木）13：30～15：30（途中参加・退出可） 会場：当館１階研修室
対象：教員・教員志望の大学生・教育関係者 参加費：無料

要申込

▼お申込はこちらから▼
（https://x.gd/OVt4A）

お電話での申込も可能です。
お気軽にご連絡ください！

共催：国立科学博物館、公益財団法人日本博物館協会 後援：文部科学省

【お問合せ先】 高知市総務部 民権・文化財課 学芸企画担当 高知市桟橋通四丁目14－３ TEL：088-832-7277

●

●

●

13：30～15：30

【資料１】
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今後の参考のため、アンケートへのご協力をよろしくお願いいたします。

所属学校の種別

所属学校の所在地

あなたの専門教科

このイベントを知ったきっかけ

参加した理由

ボリューム・情報量

綜合的な満足度

（来年も参加するとしたら）

次回希望する内容

今後活用したいと思う内容

団体観覧（来館）において、最も

高いハードルはどれですか。

当館を活用していただく機会を増

やすのに、効果的なサポートや広

報はどれだと思いますか。

資料等の画像を、授業で使う機会

は多いですか。

どういった資料の画像を、授業で

使ってみたいと思いますか。

教育関係の研修やイベントの情報

はどのように集めていますか。

  □ 交通費の補助　□ 相談窓口の開設　□ HPでの案内　□ 公聴会での説明

  □ 教員対象説明会の定期開催　　□ 教員対象メールマガジンの開設

  □ 各学校へのチラシ送付　　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　  ）

  □ 多い　□ たまに　□ 少ない

（上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

  □ 絵　□ 写真　□ 書簡・日記（民権家直筆のもの）　□ 地図

  □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

R6.8.8

ご協力ありがとうございました。

この他，御意見・御要望・御感想などをおきかせください。

＜自由記入＞

  □ 団体観覧　□ 出前授業　□ 資料画像の利用　□ 調べ学習でのサポート

  □ その他（　　　　　　　　　　　  　　　）　□ 活用したい内容がない

  □ 交通費がない　□ 子どもの安全確保　□ （教員の）準備時間が取れない

  □ 来館時間が確保できない　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　  　）

＜自由記入＞

令和６年度 教員のための博物館の日 アンケート

■あなた自身について

  □ 高知市内　　　□ 高知市外（市町村名：　　　　　　　　　）

■自由民権記念館の活用について

本日は、御参加いただきありがとうございました。

＜自由記入＞

＜自由記入＞

  □ 多かった　□ やや多かった　□ 丁度　□ やや少なかった　□ 少なかった

■イベントについて

  □ 小学校　□ 中学校　□ 高等学校　□ 義務教育学校　□ 特別支援学校

  □ 盲学校　□ ろう学校　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  □ ホームページ　□ 学校宛チラシ　□ 知人　□ その他（　　　　　　　　）

  ※複数回答可

  □ 大変満足　□ 満足　□ 普通　□ 不満　□ 大変不満

（上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【資料２】

- 8 -



対面式プログラム参加者（回答10人）

■あなた自身について
小学校 高等学校 その他

5 3 2

高知市内 高知市外

5 5

その他 未記入

2 4

■このイベントについて
学校宛チラシ 知人 その他

8 3 1

・日時が学校閉庁日内だったこと。

・専門的内容に興味があったから。

・学習したかったから。

・以前から自由民権記念館に行きたかったから。

・学校現場における博物館利用について興味があったから。

・授業でどのように資料を扱うか勉強するため。

・自由民権の時代を深く知るため。

多かった やや多かった 丁度 未記入

1 3 5 1

大変満足 満足 未記入

5 4 1

・（大変満足）活用の具体を描くことができた。

・（満足）予想していた通り，歴史の復習となった。

・（満足）とても良かった。

・（満足）教育現場での実践例が非常に参考になった。

・板垣や植木，中江など人物にフォーカスした内容。

・太平洋戦争前後の高知について。また現在と自由民権運動の対比。

・自由民権運動の中で，どこかの時期，あるいは誰か一人に特化した講座。

・常設展示を見る時間がもう少し多くほしい。

・出前授業の事例紹介。

・植木枝盛の人となりについての講義。

■自由民権記念館の活用について
団体観覧 出前授業 資料画像の利用 調べ学習でのサポート その他

2 7 4 2 1

交通費がない （教員の）準備時間が取れない 子どもの安全確保 来館時間が確保できない

3 3 2 2

教員対象説明会の定期開催 交通費の補助 各学校へのチラシ送付 HPでの案内 校長会での説明 その他

4 3 3 1 1 1

多い たまに 少ない 未記入

5 1 3 1

・（多い理由）資料を使うことで生徒の関心が上がる。

・（多い理由）ICT機器で見せた方がイメージがわきやすいから。

・（少ない理由）知らなかったから。

絵 写真 書簡・日記（民権家直筆のもの） 地図 その他

5 5 3 6 2

・チラシ（２人）

・職員室の回覧

・Plant（＝全国教員研修プラットフォーム）

・母校の研究室

・インターネット

・予想通りに楽しく歴史を再認識する時間となりました。

・板垣退助の歴史について知れて楽しかったです。今後とも勉強させていただきます。

・勉強になりました。今後の授業に役立てたいと思います。

・学校の生徒が自由民権記念館を手軽に使えるように，スクールバス２台を保有してほしい。

【備考】中学校，義務教育学校，特別支援学校，盲学校，ろう
学校は0人。

総合的な満足度

所属学校の種別

所属学校の所在地

資料等の画像を授業で使
う機会（頻度），またその理
由

どんな資料の画像を授業
で使ってみたいか（複数回
答可）

教育関係の研修やイベン
トの情報はどのように集め
ているか（自由記入）

その他意見・要望・感想な
ど

社会科

4
（地理歴史１，社会１，日本史１，地歴公民科１）

・館長さんのお話を聞かせていただきながら館内を見せていただけて，内容が深まりました。なぜ土佐から自由民権運動が起
きたのかが良く理解できました。生徒の多くが板垣退助も知らないという状況も出て来ているので，少しでも，高知から起こった
自由民権運動に関心を持ってもらうために出前授業などから検討してみたいです。本当にたくさんの情報をいただいて，とても
勉強になりました。

・多くの気づきがありました。解説があったことでこれまで気にとめていなかった資料にも目がとまり，授業での活用方法を考え
ながらお話を聞くことができました。郷土愛を育むことにもつながると感じました。

ボリューム・情報量

来年も参加するとしたら次
回希望する内容（自由記
入）

今後活用したいと思う内容
（複数回答可）

団体観覧（来館）において
最も高いハードル

当館活用の機会を増やす
のに効果的なサポート・広
報（複数回答可）

専門教科（自由記入）

このイベントを知ったきっ
かけ（複数回答可）

参加した理由（自由記入）

【資料３】
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所属学校の所在地

担当されている分野（専門分野）

自由民権記念館に行ったことがあり

ますか。

自由民権記念館の展示を見たことが

ありますか。

自由民権記念館を学校現場で活用で

きることを知っていましたか。

今後、活用したいと思う内容はどれ

ですか。（複数回答可）

団体観覧（来館）において、

最も高いハードルはどれですか。

当館を活用していただく機会を増や

すのに、効果的なサポートや広報は

どれだと思いますか。（複数回答

可）

資料等の画像を、授業で使う機会は

多いですか。

どういった資料の画像を、授業で

使ってみたいと思いますか。（複数

回答可）

今日の演習で使用した資料の画像が

HP等で公開されたら、実際に授業で

使ってみたいと思いますか。

教員対象の研修やイベントの情報は

どのように集めていますか。

R6.9.10

ご協力ありがとうございました。今後とも、高知市立自由民権記念館をよろしくお願いいたします。

この他，本日の御意見・御感想などをお聞かせください。

  □ 知っていた　　□ 知らなかった（今日初めて知った）　　□  わからない

  □ 団体観覧　　□ 出前授業　　□ 資料画像の利用　　□ 調べ学習でのサポート

  □ 活用したい内容がない     　  □ その他（　　　　　　　　　　　  　　　）

  □ 多い　　　□ たまに　　　□ 少ない

  （上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

  □ 絵　　□ 写真　　□ 書簡・日記（民権家直筆のもの）　　□ 地図

  □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  □ 交通費がない　　□ 子どもの安全確保　　□ 教員の準備時間が取れない

  □ 来館時間が確保できない　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　  　）

  □ 交通費の補助　　□ 相談窓口の開設　　□ HPでの広報　　□ SNSでの広報

  □ 教員対象説明会の定期開催　　□ 教員対象メールマガジンの開設

  □ 各学校へのチラシ送付　　　　□ 校長会での説明

  □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　  　）

自由民権記念館　学校現場での活用に関するアンケート

■あなた自身について

  □ 高知市内　　　□ 高知市外（市町村名：　　　　　　　　　）

  □ 思う　　　□ 場合によっては思う　　　□ 全く思わない

  （上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

■その他

■資料画像の活用について

■自由民権記念館の活用について

本日はありがとうございました。お手数ですが、アンケートへの御協力をよろしくお願いいたします。

  □ ある　　　□ ない　　□  わからない

  □ 地理　　□ 日本史　　□ 世界史　　□ 倫理　　□ 政治・経済

  □ ある　　　□ ない　　□  わからない

■自由民権記念館について

【資料４】
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